



























学生 0・18 :青森県弘前市 18・東京都 22・大阪府
話者 話者聞の関係 収録時間談話の展開
阿部貴人
老ー老・I SA-SC 得意客 (SA) と店主 (SC) 45 分 間程度の発話量
老一調 SA-YF 初対面 38 分 SA が主に話す
若一若 YA-YC 大学のサークル仲間 34 分 間程度の発話量
若ー調 YA-YF 初対面 32 分 YF が質問、 YA が答える
円 SA は、 SC が経営する洋服店の得意客で、年齢も上であることから、他地域の f老ー老j とは
性質が異なる可能性がある。
まず本稿で用いる記号等についてまとめる。
話者記号は年層 (S=老年層、 Y=若年層)、話者の役割 (A=分析対象者、 c=カジ
ュアルな話し相手、 F= フォーマルな話し相手(調査者))の)1慎に付す。したがって、
分析対象とする老年層は SA、分析対象とする若年層は YA となる(表 1 参照)。
本文中で談話例を挙げる際には、老年層同士の談話 (SA と sc の談話)を〔老一老〕
と表記する。同様に、老年層と調査者の談話を[老一調〕、若年届同士の談話を〔若一
若〕、若年層と調査者の談話を〔若一調〕と表記する(表 2 参照)。また、場面に言及









また、 SA が大学講師であり、 YF が学生であったことから、 SA にとって《対調》は
必ずしもフォーマルな場面ではないと考えられる( ~ 2.5.丁寧形式の分析などからもそ





2. 1. 1. 結果












キ 1 孫との会話を直接引用する発話で「ジージJ を 3 例使用する(((対
老)))。直接引用発話は表に含めない(以下の表も同様)。
(1) SA は《対老))((対調》の両場面で、主にボクを使用する。




037SA: どうだろーんなもんあと 15 年だよ↑





てさー (YF:あー)うーん盈教えることなんかね}わなー (YF: {笑い}) 
〔老一調〕











(a) (1) のように、 SA が用いたオレは、場面を軸とした切換えではなく、発話内
容に応じて使用されたバリアントであると考えられる。 Labov (1972) は、
narrative の構造の中に評価 (evaluation) という要素を設定している。評価
(evaluation) とは、誇張や音の再現などによるジョークなども含むものである。















(1) SA は、《対老》でアンタを 3 {frJ用い、《対調》で対称調を用いないというカテゴ





































対老 対調 対若 対調
テル*1 _ 19 21 19 
ヨノレ 3 

























てねー (YF: えーえー)うれしかったねーー (YF: ほ一一)それまで自転車で
行き豆之主もん (YF: あーはい) 20 キロ以上のところを (YF: {笑いながら}お一一
一)ガタガタ道を(後略) (老一調〕
(7J 
→022SA: ウイスキーのストレートでー (YF: はい)氷をだーず[出さず]に (YF: はい)
んあのダブルで 1 杯 (YF: はい)ハイモード、だ、わね↑普通は (YF: えーあ














対老 対調 対若 対調

























































いのは、~l.で述べたように、 SA が大学講師で、 YF が学生であるため、フォ
ーマルな場面ではなかったためであろう。






• 002SA: {笑い、咳払い}今は (YF: えー)ねー↑ 戦争中の話を (YF: はい)話題が
共通で一番いーだろって，思ったから (YF: えーえーえー)話しましたけどもね
ー i (老一調〕
(3) また、残りのマス 1 例とデス l 例は、以下に示すように、長い説明の最後に話
をまとめる部分で使用している。
(10) 
• 004SA: (前略)そしてそれを基#で教員をーやり- (YF: あ一一一)そしてその
教育基本法なんかを今大学で教えてると{笑い) (YF: あーそーなんです
#ねー↑)教えてることはー (YF: えー)一貫して政府が教育基本法をした
(YF: はい)僕の現職時代であってー (YF: え-)今の子供のあれが一
(YF: え-)教育基本法が悪いからなんてとんでもない話でー (YF: え-)教育
基本法のほんとにい}ところを妨害したのは一文部省そのものだったと (YF:
(11) 
はいはい)んで僕の教師生活はーそれとの戦いの↑ (YF: ほー) 38 年だっ
たと (YF: えーえーえー)文字通り (YF: はい)学生時代のことはねー↑ わから
んでねー↑ (YF: えーえー) ちっちゃいから (YF: えーえー)そ}ゅー (YF: ほ
一一一)ことでー (YF: えーえー)学生たちに (YF: ふ一一ん)蓋」エ主主具
体的に (YF: え}えー) # # うん。(老一調〕
→010SA: うん (YF: {笑い})せんせブルブル震えてさー「きみ僕はねーあのー##
#今ちょっとど忘れしちゃったけどもねー (YF: えー)劇作家のねー (YF: は
し、)こーゅーのを僕は読んでるんだけどもー (YF: うんえー)たぶん君たちと
閉じ気持ちだと思うからー是非それを読んで、くれたまえ」とかゆってねー↑
(YF: えーえー)ブレヒト (YF: あはい)ブレヒトをね↑ (YF: え-)んで僕も
演劇は多少やってたからー (YF: ほーはい)うん一「ブレヒトぐらいで先生
僕ら驚かんよね↑ J (YF: {笑い}はい) rブレヒトがブレイクしたj とか言いなが
ら (YF: えー{笑い))ガタガタガタガタ震えてねー↑ (YF: えー) r先生はなん
で僕に C つけたんですか一一」言つで (YF: {笑い}) {笑いながら}怒りに行
ったことがある。 あのうんそーゆ一時代主L主 (YF: ふ一一ん)ま食べ物が







(a) McCarthy (1991)は、英語で語られ、十分に展開した narrative は、構造として以
















対老 対調 対若 対調
ァショ 4 
ヨネ 3 2 
ダロ 3 
ダラ(ー)
ガ(一) 6 6 
中 ISA ・ YA の談話で使用されたのは「ではないか l 類J (田野村 19
88) の用法のうち、「驚きの表示J を除くもの。















もん (YF: えー)風がー北風がまともに (YF: そーですねー)んでちょーど
大学の l 年さ梅雨時主Lょ↑ 6 月の (YF: えーあーあーあー)あ一一りゃう






→034SA: そこで並べればいー (YF:へ一一)どっちがいーかよーわからんけどね (YF:
{笑いながら}えーえーえー)比較しなくていーけどもんでもドラゴンズが勝っと
大入りと言ってさ- (YF: はい) 50 円余分にくれるだわ (YF: ほ一一)ふっと
[するとJ 400 円になる困↑ (YF: え}え}えー)ね↑んでだいたい 3 連戦ζ
三 i (YF: はいはいはい)ふっと[すると]さんし[3X4J 12 だ困↑ んでぽかー
[僕は]ジャイアンツ戦しか観たにや}もんだからー (YF: えー)ジャイアンツ戦だ
けあの (YF: {笑い})バイトエントリーしてさ (YF: {笑い})ジャイアンツ戦タ
ダで観て↑ 400 円もらって↑ (YF: {笑いながら}あーそれはい)ほつで[そ
れで]弁当なんか売れ残ると持ってけってくれるだろ↑ (YF: あーあーあー)




• 014SA: (前略)ほんで雨降りでもーそいでー自転車だが↑ (以下、略)
〔老一調〕
(16J 
• 028SA: (前略)あとは全部が自分の時間だ芝↑ (以下、略) (老ー調〕















〔表 11 否定(非過去)) 
SA YA 
対老 対調 対若 対調
ナイ 4 (40) 13 (59.1) 23 20 
ン 2 (20) 7 (31.8) 
へン 3 l 
ネー l 
キ 1 当為表現「せんとあかんJ r入っとらにゃいけんJ (各 l 例)は
含めていない。
(1) SA は《対老》ではナイを 40%、ンを 20%使用する。一方、《対調》ではナイ
を約 6 害IJ 、ンを約 3 害IJ使用する。《対老》に比べて《対調》でナイ・ンの割合
が高くなっていることから、《対調》ではへンの使用を押さえるといった連続
的な切換えを行っているのかもしれない。





(18) "", (2) 
〔老ー老〕
• 006SA: (前略)したら「少しだけ現場を###もってもらえんですかー」っておっしゃっ
てさー (YF:あー)うーんオレ教えることなんか主ニわなー (YF: (笑い})
(3) YA は両場面ともにナイを用いており、切換えていない。
次に否定(過去)の結果を表 12 に示す。


































(a) (2) から、~ 2.1.の自称詞のオレと同様に、ネーは相手や場を軸として切換えら
れるのではなく、発話内容に応じて使用されるバリアントであると考えられる。









対老 対調 対若 対調
ノデ(ンデ) 2 10 
カラ 3 19 12 4 

















接続助詞の結果(I~4) と接続詞の結果 (5~6) を以下に示す。
(1) SA の《対老》は、カラ・モンデ・デの 3 つのバリアントを使用して、《対調》
では《対老》では使用しなかったノデを使用し、カラの使用率が高くなるとい
った連続的な切換えを行っている。














(b) また、 SA がノデ(ンデ)へ切換えることは、他の地域言語の結果との比較にお
いても興味深い。






















対老 対調 対若 対調
ケドモ 6 9 
ケド 8 9 21 13 
〔表 16 接続調〕
SA YA 
対老 対調 対老 対調


















SA、 YA の切換えのあり方を表 17 にまとめる。
〔表 17*1) 
SA YA 
~ 2.1. 自称詞 * ﾗ ~ 2.2. 対称詞 カァゴリカル カァゴリカノレ
~ 2.3. アスペクト(非過去) カァゴリカノレ ﾗ アスペクト(過去) ﾗ ﾗ 
• ~ 2.4. (の)だ カァゴリカル ﾗ 
~ 2.5. 丁寧形式 女 連続的
~ 2.6. 確認要求 連続的 ﾗ 
~ 2.7. 否定表現(非過去) 連続的 ﾗ 否定表現(過去) 連続的 ﾗ 
~ 2.8 原因・理由の接続助詞 連続的 連続的原因・理由の接続詞 連続的 ﾗ 







(A・ 1) SA がカテ足、リカルに切換える項目は対称詞( 13 2.2.) 、アスペクト・非過去
( 13 2ふ)、(の)だ( 13 2.4.)、逆接の接続詞( 13 2.9.) であり、 YA は対称調( 13 
2.2.) のみである。
(A・2) SA が連続的に切換えるのは、確認要求( 13 2.6.) 、否定表現 (132.7.) 、原因・
理由の接続助調・接続調( 13 2.8.) であり、 YA は丁寧形式( 13 2.5.) と原因・
理由の接続助詞( 13 2.8.) の 2 つである。
(B) 場面内切換え (SA のみ)
(B・ 1) 話の構成要素のうち、評価(evaluation) に関わるジョーク(冗談めかした
発話)において自称調オレや否定辞ネーに切換える。




場面で相手に近づくストラテジーを切換えるほ 2.2.対称謂・ SA) 。
(C-2) 当該地域に specific な項目か否か(あるいは方言としてのステレオタイプ度)
が切換えに関わっている可能性がある( 13 2.4.のだ・ SA) 。












(2) YA は YC との会話について「サークルでは他地域の人もいるから、方言は
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一)戦争始まってたからね i (YF: あーあ
ーあー) 日中戦争そいから太平洋戦争
(YF:あはし、)んで終戦の年は国民学校
l 年生だからー (YF: そーですねはし、)う
ん (YF:へー)んだから一新憲法教育基











(YF: ほー) 38 年だったと (YF ・えーえーえ
-)文字通り (YF: はい)学生時代のこと
はねー↑ わからんでねー↑ (YF: えーえ
ー)ちっちゃし、から (YF:えーえー)そーゆ
ー (YF: ほ一一一)ことでー (YF: えーえ
ー)学生たちに (YF: ふ一一ん)話してま




006SA: えー (YF:えー) G 大学 (YF: えー) G 大
学 (YF: はいあー)それもね別に大学
の先生なろーなんて全然思っとったわ






(YF: はい)ですからー (YF: えー) {咳払
い}まー歴史の勉強をさしていただきに
(YF: えー) 研究生で (YF: はい) うん

















ー i H 大学だとかいろんなそーゆ一大
学の生徒さんたちだった人が (YF: あはし、)
僕があのゲストティーチャーで大学へね




















009YA: そーだったか{笑} (YC: {笑})でも一
書いたの↑
OlOYC:もちろんまだ{笑}















































































013YF あそーなんですね。 (YA: はし、)でその
サークルってゆーのはどんな (YA: はい)
その
























028YA: あ}よくやるのはその3つでー (YF: は
い)他にも (YF:他にも)ん一一あまりゃ



















041YF:僕ですか i (YA: はし、)えーと僕はですね
-20-
